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＜連絡事項＞

· 本日、14:00～　青南病院北病棟より横山コウセイ様が見学に来ます。北病棟より横山様について情報を収集し、対応などに注意して説明・案内を行うこと。

· 合唱発表会の企画書の決裁がおりました。11月11日に実施します。各セクションで合唱曲の見直しや合唱練習について確認すること。また、利用者の家族宛てに案内状を発送するので、その準備を遅れないよう進めること。

· 本日、19:00～　八戸市公民館にて4病院合同研修会があります。勤務以外の職員は各自、時間に遅れないよう参加して下さい。

· うみねこ幸房で、10月2日に八戸市役所・10月7日に百石町でバザーを行います

＜外来より＞

中居　松男様～「小さい頃にお尻を怪我したのが、今になって痛くなってきた」と話しており、湿布薬処方となる。

鹿原　博夫様～最近、服装が以前に比べてだらしない印象を受ける。

巴　勇樹　様～現在、自宅からデイケアに通所する練習をしていることについて、「バスの利用方法は大丈夫です」と自信を持って話していた。また、自宅から通所するようになり、以前に比べて身だしなみや服装が適切になってきている。

佐藤　朗子様～デイケアで参加している就労前準備段階プログラムについて「楽しいです」と話していたとのこと。

関口　禅　様～今週、来週と金曜日に用事があるとのことで、問診日を木曜日にしてほしいと自分から話してきていたとのこと。

鈴木恵美子様～外来の順番を待っている間、他患者様と鉢植えや漬物など物のやり取りがあったとのこと。

＜利用者様情報＞

溝越　キク様～昨日、外来受診の後にデイケアを利用し、ロッカーに薬を忘れて帰ったため、職員より本人に電話連絡すると「余ってる薬があるので、金曜日にデイケアに行った時に持って帰ります」と話す。取りに来るよう本人に説明するが「行きません」と話す。

大下　良悦様～入浴は定期的に行っているものの、更衣・洗濯回数が少ないと思われ、体臭が目立つ。以前、衣類について本人の兄に電話で確認・相談したところ、兄の状態が悪く話し合いが出来ない状態であった。現在、青明舎には登録していないが、本人と相談した上で青明舎の洗濯サービスの利用を検討し、青明舎に相談することとする。

＜利用者様対応検討＞

○清水　泰雅様（31）　　統合失調症　　デイケア利用
◆現在の状況

· 現在、青山荘入所中（入所期限は今年の9月までであったが、利用延長し、来年9月まで）

· 生活リズムが不規則であり、デイケアへの遅刻が目立っている

· 確認行為（手洗い等）が頻回にあるため、なかなか予定通りに行動できない

· 入浴・洗顔・髭剃り等の保清行為が不十分であり、度々声掛け・助言を行うが、「（入浴などを行う）タイミングがうまくいかない」等の理由で定期的に行うことが出来ない。本日、本人に確認したところ、入浴は1週間程度前から、洗顔は3日程度前から行っていないとのこと

· 家族は「自宅に戻ると家族に甘えてしまう為、青山荘退所後は一人暮らしをして欲しい」と希望している

· 本人は、青山荘退所後もデイケア利用継続を希望

· デイケア・青山荘での対人交流はほとんどなく、自分から話し掛けることが苦手だと話す

◆現在の問題点

· 保清面～定期的な入浴、洗顔、髭剃りなどができず、不潔感がある（洗濯や自室の掃除は定期
　　　　的に行っている）

· 生活リズム～就床・起床時間が不規則であり、翌朝・日中の眠気がある。また、二度寝や確認
　　　　　　行為等によりデイケアに遅刻することが多い

· 対人関係～自発的な交流はほとんどなく、話し掛けられてもなかなか言葉が出てこない様子。
　　　　　本人は「うまく話せるようになりたい」という希望を持っているが、実際の場面で
　　　　　は緊張が強い

◆今後の対応

· 保清面～本人の生活リズムを否定せず、入浴・洗顔・髭剃り等の状況を確認するとともに、空　
　　　　いている時間を把握して入浴・洗顔・髭剃りを勧める。青山荘退所後の生活も視野に
　　　　入れ、本人がどのような生活を希望しているのかを聞きだし、生活リズムの中に保清
　　　　のための時間を定期的に組み込めるよう声掛け・助言する。また、青山荘と密に情報
　　　　交換し、本人が混乱しないような声掛け・助言を行なうよう注意する（双方で異なっ
　　　　た声掛け・助言をしないように）

· 生活リズム～まず、就床前薬の服薬状況（服用する時間や、その前後の行動など）について確
　　　　認し、規則正しく服用することで安定した生活リズムを作れるよう助言する。必要で
　　　　あれば処方内容等について主治医に相談する。
　　　　生活リズムが不規則となる理由について確認し、うまく時間をやりくりできるよう本
　　　　人と話し合い・相談する

· 対人関係～「自分からはなかなか話し掛けられないが、他者から話し掛けられると嬉しい」と
　　　　本人は話す。答えることに時間はかかるが、理解力･疎通性は問題ないため、まずは
　　　　職員と会話を持つ機会を増やし、徐々にコミュニケーションの上手な他メンバーを交
　　　　えてコミュニケーションの輪を広げられるよう支援する

添付資料

＜青山荘定例会議＞

· 田名部一樹様～現在、職親（社会適応訓練）利用に向けて下剤を調整中。排便について、本人
　　　　　　　が薬に頼りすぎている傾向があるため、食事・運動・生活習慣等の面で改善で
　　　　　　　きるよう助言していく。就労を意識してきた為か、以前より受け答えや行動も
　　　　　　　ハキハキとしており、服薬や症状なども安定している。今後は、退所後の生活
　　　　　　　に向けて職親利用、自宅から職親への通勤練習などを中心に行う。

· 大久保康弘様～最近、テンションが高いことについては、本人も自覚しているとのこと。その
　　　　　　　ため、あまり他者と関わりを持たないようにしていると言う。幻聴が時々ある
　　　　　　　が、何を言っているかは分からないとのこと。青山荘やデイケアで、何事にお
　　　　　　　いても頑張りすぎる傾向があるため、程よく他者と協力しながら行うよう伝え
　　　　　　　る。また、退所後の生活について本人は「一人暮らしをしたい」と話している
　　　　　　　が、病状の不安定さや社会生活能力の面から、単身生活は困難と思われる。家
　　　　　　　族としても、これまでの経過から考えて単身生活では病状を崩す可能性が高い
　　　　　　　ため、同居や施設・共同住居入所を希望している。今後、本人・家族・職員と
　　　　　　　で話し合いを重ね、退所後の生活について検討していく。
· 田澤　勝敏様～便通に関して固執しており、職員への話し掛けが多い。排便コントロールに関
　　　　　　　して薬に頼りすぎているため、食事・運動・生活習慣等について正しく理解で
　　　　　　　きるよう支援する。

· 奥山以依子様～デイケアの正式利用申込みに際し、体験利用の様子について青山荘顧問医に報
　　　　　　　告するため、通所リハビリテーション室長と相談し、早急に報告書を作成する。

· 番沢　政勝様～今週の外来受診にて「デイケアに行きたくない」「青山荘で掃除をして、個別
　　　　　　　ＳＳＴで対人関係の練習をしたい」と話していたが、主治医よりアドバイスを
　　　　　　　受け、水曜日からデイケアへ通所再開。デイケアでは暗い表情をしていること
　　　　　　　があるものの、他者との交流もあり、青山荘に帰ってからは表情良く過ごして
　　　　　　　いた。その後、デイケア利用に関して訴えはない。

· 清水　泰雅様～朝の眠気があることから就床前薬の調整を行い、本人「少し良くなった」と話
　　　　　　　すが、依然として生活リズムの乱れが目立つ。現在、朝食を自分で用意する練
　　　　　　　習を行っているが、そのことについて大変ではないかと本人に確認すると「ち
　　　　　　　ょっと…」と話す。生活リズムを整えることを優先し、朝食準備の練習はしば
　　　　　　　らく休止することとする。
　　　　　　　退所後の生活について、家族は「家にいると家族に甘えるので、一人暮らしを
　　　　　　　させたい」と話す。また本人は、退所後もデイケアに通い続けたいと話す。退
　　　　　　　所後の生活について具体的に方向性を検討していくとともに、青山荘退所後も
　　　　　　　生活リズムを崩さぬよう徐々に移行していけるよう支援する。

